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返
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濁
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滋
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迎
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猛
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翌
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司
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も
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検
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の
支
抑
期
に
は
一
括
取

一

一

纏

め

支

姉

う
こ
と
を
目
的

一

雨

部

隊

で

数

々

の

催

乙

一
止
す

Z
の
で
あ
め
ま
す

一

.•. 

一

三
の
組
合
は
政
府
の
ハ

進
一

静
察
漁
備
隊
大
村
、
竹
一
趣
向
を
こ
ら
し
た
演
惑
そ
一
方
針
)
に
基
き
、
金
一
閥
的

均一
松
附
部
隊
内
開
除
記
念
祭
一
の
他
の
余
興
を
行
う
強
定
一

K
結
成
さ
れ
つ
L
あ
わ
、

か
一は
八
月
コ
一目
、
隊
内
を
市
一
で
あ
る
。

一営
市
に
於
い
て
も
師
陀
一
二

主
一民
に
開
放
し
て
盛
大
に
翠
一
竹
給
部
隊
記
念
行
事
一
地
区
が
設
立
主
み
て
お
り

げ
り
一
行
5
れ
る
。

一
ハ
日
時
)
ム
コ
一日
十
三
時

一三
れ
ら
の
組
合
医
対
ま
る

約
一
企
記
念
祭
の
行
事
は
一
一
一一

l
十
六
時
屋
形
船

大

会

一融
資
額
は
約
一

O
O万
岡

山川
一日
午
前
十
時
か
ら
犬
村
部
一
ハ
穂
備
隊
)
ム
水
上
ア
ト

一
吃
昇
っ
て
居
め
ま
す
。
未

大
一
隊
内
?
阿
部
隊
令
同
の
記
一
ラ
ク

シ
ヨ
ン
、
軽
演
劇
共
一
設
立
地
区
K
於
て
も
目
下

ー
一念
式
典
及
び
税
関
行
進
を
一
つ
他
ハ
漁
備
除
及
び
一
一
着
々
そ
の
機
運
が
た
か
ま

上
一
行
い
、
続
い
て
竹
松
部
隊
一
般
)
ム
資
探
し
、
西
瓜
取
一
り
つ
L
4
u
h
り
ま
す

の
で
本

(一

で
表
彰
欣
授
輿
及
び
脱
賀
一
り
ハ
玲
備
除
及
び
一

般
〉

一
貯
蓄
組
合
育
成
強
化
の
銭

会
、
午
後
は
雨
部
隊
で
、

一今

γ
ツ
シ
ヨ
ン
シ
ョ
ウ
一
に
も、

ど
し
y
tk
こ
の
組

そ
れ
ぞ
れ
隊
員
三
市
民
が
一
ハ
イ
)
ミ
ス
タ
ー
竹
松
、

一合
医
加
入
さ
れ
ろ
ょ
う

一

，P
11

般
農
家
乃
皆
様
じ

お
奨
め
致
し
ま

す
0

・
在
お
、
三
の

組
合
に
は
左
記
。

恩
典
が
あ
り
ま
す

一
、
農
地
ぞ
利
保

L
」
し
て
自
作
農
紘

持
資
金
が
借
め
ら

れ
ろ
。
一

、
元
金

十
万
円
ま
で
非
課

税
で
あ
ろ
@
詳
細

円
各
地
区
農
業
委

員
会
に
御
問
令
せ

下
さ
い
。
ハ
農
林
諜
)

(二)

l事前掃討幌 樹|

平

和
の

守
り

治

安

大
村
市
議
合
議
長

永

田

Z楯
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の

ら
回
覧
・
し
て
下
さ
い

ね
る
主
云
う
と
と
ろ
か
ら
七
万
九
fT
D
斡
察
予
備
隊
一
け
て
お
わ
、
こ
の
理
想
に
は
ま
記
/
¥
速
い
の
で
あ

が
設
置
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
備
あ
れ
ば
憂
た
一
・
り
ま
す
。
講
和
も
締
結
さ
れ
事
質
上
、
自
主
猫
立
国

し
主
申
し
ま
す
が
予
備
除
が
創
設
せ
ら
れ
ま
し
て
以
一
家
と
し
て
園
内
治
安
を
維
持
す
る
の
に
い
つ
ま
?
も

来
格
別
の
事
怖
が
起
ら
な
か

っ
た
こ
と
は
鰍
々
と
し
一
他
闘
の
世
誌
に
た
っ
て
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

て
訓
練
に
励
ま
れ
た
無
言
の
威
力
が
総
べ
て
事
を
未
一
平
和

の
謎
り
、
治
安
の
拘
・
こ
し
て
真
に
禍
立
国
内
砿
濁

前
K
銀
睡
し
た
も

οと
一
式
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
こ
一
一
特
の
珠
備
隊
と
し
て
日
頃
の
訓
練
陀
励
ん
で
紋
き
た

と

t
思
い
ま
す
お
よ
そ
人
間
に
し
て
平
和
そ
愛
し
た
一
い
と
念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

い
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
武
法
在
き
平
和
は
世
界
人
一
何
卒
健
康
に
留
意
せ
ら
h
F

警
一
段
一
予
備
隊
の
軍
き
依
命

類
の
究
極
の
念
願
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
い
つ
か
、
一
を
よ
く
達
成
せ
ら
れ
ん
一惑
を
お
祈
り
致
し
ま
し
℃
械

と
の
よ
う
な
世
界
.
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
在
け
一
に
簡
単
で
あ
り
ま
す
が
脱
畔
と
致
し
ま
す
。

れ
ば
な
ら
た
い

の
で

あ

り

ま

す

が

、

現

段

階

に

お

け

一

ハ

昭

和

二
十
七
年
七
月
十
六
日
)

ろ
実
献
は
二
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
分
れ
紛
等
を
統

一

炎
天
下
の
市
中
行
進

繰
り
拡
げ
た
堂
々
の
威
容

日大村部隊の開除式7月 1

ー I，. ~ 

7(，月 7日大村牒頭の歓迎陣

新
雨
部鋭
隊.千
ム入z百
なカ司

会到
安着

(下〉竹松騨前の1歓迎



一便
冗
を
ほ
か
っ

て
い
る
が

@

そ

の
他
管
内
居
住
者
一
期
日
現
在
に
お
い
て
営
内
一
大

多

武

知

告

場

一

三
十

七

名

い

併

率
を
定
む
る
た
め
前
一
農
地

。
使
用
地
は
右
二

一大
村
で
も
将
来
は
夜
間
高
一で
市
内
陀
家
族
を
呼
び
寄
一
居
住
。
者
に
あ
っ
て
は
営
一
一
環
定
地
に
つ
い
て

一

私
有
地
は
全
部
自
作
農

一
後
数
回

K
E
り
交
沙

し
一
カ
所
で
あ
る
が
最
初
、
市

一一一

一校
在
ど
に
通
壊
す
ろ
除
員
一

せ
て
い
る
臨
隊
員
が
現
在
約
一
該
部
隊
の
所
在
地
と
し
笠
一
、
所
在
地
、

大
村
市
武
一
創
設
農
地
で
あ
る
o

一党。

交
換
比
率
は
替
地
商
一
長
が
地
主
の
合
合
に
出
席

一も
相
当
肌
ろ
も
の
と
玲
想
一
五
%
ば
か
わ
あ
る

模
様
一
外
居
住
什
者
に
あ
っ
て
は
一
部
一郷
字
大
野
原
一地区

一キ
件
に
つ
い
て
は
私
有
地

一
騎
の
底
位
の
場
合
は
制
償
一

し
農
地
開
放
の
根
本
諒
解

-さ
れ
て
い
る
o

一
で
、
そ

の
他
、
幹
部
約
百
一
一
般
の
納
税
者
と
同
様
に
一
二
、
使
用
予
定
商
積
、
二

一主
の
開
放
承
諾
が
必
要
な
一
金
を
支
梯
う
事
に
し
て
凡
一
を
得
た
上
で
開
放
傑
件
に

一
@
た
お
、
食
品
そ
の
他
一名
H
際
外
居
住
者
で
あ
る
一
取
扱
う
こ
と
が
油
営
で
あ
一
十
五
万
坪
一
る
た
め
五
月
三
日
市
役
所
一
て
地
長
の
認
む
る
範
囲
で
一

つ
い
て
は
市
の
一
方
的
処

明

朗

に

仲

よ

く

や

り

は

よ

う

一

弘

祝

日

M
V一
mluれれ
か
五
る
。
ハ
以
下
省
略
ν

一

ト

ザ

市

有

地

)

一

倒

的

諮

問

信

号

町

一

位

し
む

と

貯

は

り

れ

ば

お

5
2
=
=
=
=ょ
=
=
3
=
;

一部
隊
の
方
針
と
し
て
も
成

一た
ど
に
つ
い
て
も
現
在
の
一
右
の
通
達
K
依
っ
て
替
内
一
二
三
五
、
四
八
四
坪

一同
作
忙
て
出
席
し
開
放
保
一
開
放
獄
況
一
区
農
業
署
員
合
等

の
意
向

?
川
=
i
r
一

三

一

一

一

一

一

接

遇

融

和

に

つ

い

て

一れ
い
れ
刊
誌
叫
品
五
れ
れ
川
崎
航
軒
目
前
一
昨
抑
制
騒
い
町
一
丘
町
有
林
町
一
一
、
五
九
三一
持

腕

腕

刷

出

川

一

都

知

州

場

跡

一

吟

幹

肘

詩

的

叶
一
況
市
内
に
駐
屯
し
た
警
察
予
備
隊
員
は
毎
日
午
後
瓦
時
か
ら
九
時
半
ま
で
五
一
部
で
は
閲
滑
な
納
入
一
い
る
の
で
、
こ
の
勲
、
今
一
ま
す
が
管
外
居
住
者
、
笠
私
有
林
凶
八
、
八

O
二
一
て
開
放
し
て
貰
う
べ
く
相
一

一、

使
用
面
積
七
、
八
一
市
の
珠
備
隊
誘
致
陀
協
力

刊

一

民

訴

が

許

さ

れ

る

の

で

、

官

官

l
キ
色
の
制
服
み
爽
た
る
隊
員
の

一が
困
難
な
よ
う
な
向
も
あ
一後
も
、
之
の
よ
う
た
態
度
一
外
居
住
D
資

格

を

有

す

る

一

坪

哀

を

し

た

。

之

に

対

し

地

一

七

二

坪

一

せ

ら

れ

和

室

い

〈

の

川
一
市
元
策
な
姿
が
溢
れ

τい
る
が
、
今
後
は

一
般
市
民
主
色
々
在
商
で
公
私
と
?
一
式
わ
れ
て
お

2
主
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
希
望
一
者
の
場
合
、
若
し
犬
村
旦
民
有
林
所
有
者
数

一主

側

は

強

備

隊

開

設

に

伴

一

内

訳

一

裡

忙

解

一
決
す
ぷ
事
が
で
き

森
一
げ
お
る
交
渉
が
頻
繁
に
な
っ
て
来
る
訳
で
あ
り
駐
屯
地
の
市
民
と
し
て
不
快
一
勲
業
者
側
の
な
お
一
居
の
一
さ
れ
て
い
え
一
外
に
住
所
を
有
し
妻
子
と
一
一
二
名
一
う
土
地
の
提
供
で
あ
れ
ば
一
一
た
事
を
市
は
感
謝
し
て
ゐ

昭

一

と

た

感

じ

を

興

え

た

り

法

案

左

足

い

よ
よ
し
な
け
れ
ば
た
ら
た
一
努
力
を
要
望
し
て
い
る
。
一
員
報
係
二
同
居
、
毎
日
大
村
通
勤
右
の
予
定
地
に
つ
い
て
は

一異
雪
く
提
供
す
る
旨
の
一
私
有
地
七
、

O
八
一
坪
一
る
。

一
家
主
、
三
点
に
つ
い
て
は
強
備
隊
側
で
も
、
か
ね
て
色
々
と
心
を
配
つ
つ
====Ez--E・E
・-E・E
・--E=E・E
・-E・E
・-z-ZE・E
・--5・
て
て
居
る
様
在
場
合
一
は
主
市
側
、
予
備
隊
側
主
現
地
一
確
答
を
得
た
。
一

2
2百
汁
長
出
・

1
2放
虎
原
固
有
地
内
に

踊

諸

に

注

意

し

一

い

る

き

、

市

民

も

お

J
い

に

留

意

し

た

い

と

思

い

一

予

備

隊

芯

市

民

税

一

知

阿

部

眼

前

諮

問

い

抽

出

私

設

純

一

組

問

一

時

に

一

昨

間

関

経

一市

消

抗

議

一一

一

一

時

間

関

石

川

r諮
問

一

私

一

端

部

内

需

加

盟

州

山

口

説

叫

ば

縦

割

い

れ

れ

畑

一

一

、

臨

時

尚

子

山

市

川

諮

問

一

川

龍

一

一

間

一

」

同

一

一

段

以

詑

好

意

一対

日

結

以

江

川

一

行

1
1ロ
仰
は
い
紅
一肌

日

昨

日

μ……
っ

)
}
)
)
)
)
}
)
}
}
}
J
放

虎

原

農

地

開

放

一

何

時

叱

材

料

結

五

一役

時

腕

…

以

内

日

一

流

γ
約
制
限
れ
は
博

よ

一
んや』
不
快
な
事
や
磨
擦
と
で
あ
る
し
、
慰
安
施
設
一
を
設
引
い

風

紀

を
乱
一
の
賦
諜
は
出
来
た
い
の
で
一
一

J
C
E
G
B
3嘉
量

一

獄

死

一

三

と

ど

ま

旧

飛

行

場

一臨
む
事
K
し
た
白
一
貰
っ
た
。
ハ
射
的
場
内
の

こ
一
医
院
わ
い
一花
も
は
は
が
は
区

5
1むよ
一日

仏

語
μ

一
関
係
者
と
協
議
市
で
斡
旋
一
(
諮
問
諸
詩
的
問
臨
時
間
一託
料
皆
川
崎
一
服
諮
問
mv

T
一
ら
物
慣
が
高
く
な
っ
た
と
一

ruして
い
る
。

一

@
強
備
隊
員
の
中
に
は

一う
で
あ
わ
ま
す
が
、
是

L

-

一

0
0坪

一管
替
し
て
之
に
充
営
す
る

一区
農
業
委
員
曾
の
曾
合
を
一
位
家
二
戸
問
棟
つ
移
時
を

一一
宮
う
聾
も
あ
る

の
で
除
側

一

@
市
内
の
知
識
階
綾
は
若
い
向
串
心
に
燃
え
る
青
一
つ
い
て
は
昭
和
二
十
六
年
一

瞥
察
予
備
除
。
駐
屯
に
一
る
が
、
そ
の
敷
地
の
斡

旋

一

内

訳

一

f
金
阿
的
に
承
諾
を
得
一求
め
て
、
そ
の
意
見
を
開
一
必
嬰
と
し
た
勺
で
右
雨
氏

政
一
で
も
内
々
調
査
し
て
い
る
玄
い
婦
人
の
風
紀
問
題
を

F
2教
あ
り
東
京
、
間

一五
月
四
日
附
、
地
方
財
政
一
作
い
市
で
は
受
入
保
件
の
一
経
過
は
次
の
よ
う
ミ
の
一
国
有
地
五
O
、
五

一

五

言

予

選

に

つ

い

て

一き
敢
闘
に
亘
会
合
し
て
一
へ
露
方
を
交
渉
し
た
。

一
が
、
珠
山
怖
除
が
市
慣
よ
り
一
気
忙
し
て
い
る
よ
う
で
あ
一
同
な
ど
の
大
都
会
で
は
夜
一
委
員
会
よ
り
地
財
委
税
第
一
一
之
し
て
市
議
会
の
議
決
一
で
関
係
者
と

の
完
全
な
諒
一
坪

一は
先
守
地
主
の
意
向
を
徴
一地
区
内
有
力
者
の
仲
裁
等
一
雨
氏
は
大
村
勝
投
組
合
員

市

一も
高
く
物
資
を
買
う
之
と

る
が
、
こ
の
点
は
除
側
で

苛
の
大
串
、
高
専
た
ど
K
一八
八
五
の
三
に
依
・
り
左

の
一
を
経
て
議
広
場
、
訓
練
場
一
解
の
下
K
闘
湖
に
進
め
ら
一
私
有
地
九
、
問
八
五
坪
一
し
た
上
、
地
区
農
業
委
員
一も
あ
り
地
主
の
納
得
の
行
一
な
る
た
め
同
組
合
長
立
合

J
も
な
く
預
備
隊
が

歓迎式における平井、北村雨部隊長の挨拶

堂 々 の 市中行進

市
立
病
院
を
利
用
し

ま
し
ょ
う



夏
休
み
そ
有
意
義
に

児
童
生
徒
に
対
す
る
注
意
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主
か
く
不
規
則
に
な
り
が
ち
在
夏
休
暇
中
、
生
活
指
導
陀
っ
き
本
市
皐
務
課
と

し
て
は
特
に
左
記
事
項

吃
留
意
し
各
校
別
猟
自
在

「
生
用
指
導
計
画
」
を
樹
て
規

律
あ
る
家
庭
生
活
及
び
枇
会
生
活
を
皆
ま
せ
て
来
る
べ
き
第
二
墜
期
そ
迎
え
る
。

}

、

留

意

事

項

一

し

て

立

誠

た

枇

会

生
前
を
一
匝
住
民
よ
り
児
童
生
徒
の

一
、
児
童
、
品
+
徒
の
自
主
一
経
験
さ
せ
る
。
中
事
校
と
一
夏
休
み
中
の
生
前
指
導
忙

的
生
活
態
度
の
確
立
一
高
校
と
の
関
係
に
つ
い
て

一協
力
し
て
頂
く

川
、
生
活
記
録
を
墜
一
六
に
一
は
校
外
生
活
連
絡
協
議
曾

一
三
、
休
暇
中
の
皐
校
召

呉
行
さ
せ
規
律
あ
る
生
活
一
〈
水
部
、
犬
村
高
等
皐
校
一

設
計
を
樹
て
さ
せ
る
一
J

を

涌

じ

て

そ

の

型

?

一

)

、

集

に

ヴ

い

て

-

同問
、
宵
事
白
剤
日
、
創
作
品
一
指
導
閉
じ
口
コ
，
。
一
付
金
校
門
I

集
一
来
る
八
月
十
コ
自
に
ぽ
一
全
部
御
破
算
に
し
て
皆
の

作
成
の
指
導
に
つ
主
め
一
「
叉
祐
客
別

2
徒
舎
は
一
休
暇
・
中
大
凡
=
・
同
様
度
全
一
海
区
漁
峨
調
整
署
員

心
選
一
働
き
易
い
さ
フ
左
漁
業
構

一
児
童
桁
徒
を
針
象
に
小
、

一校
、
児
童
主
慨
を
召
集
し
一
皐
吉
夕
方
さ
れ
る
が
委
員
一
を
作
る
た
め
に
漁
場
計
画

州
、
児
童
曾
、
常
徳
曾
乙
中
校
部
落
担
任
敬
市
の
旨
一
「
生
滑
記
録
」
「
夏
休
の
一
に
は
民
に
働
く
漁
民
っ
代
一
を
作
っ
た
こ
と
で
す
よ
}

指
導
ス
皐
校
及
部
落
を
合
一
導
の
も
と
、
保
護
引
の
針
一
友
1

一
「
自
巾
研
究
」
そ
の
一
弱
・

2
立
涙
在
入
手
-
選
p
d

一
の
た
め
懇
談
合
三
か
座
談

む〉

一加
も
求
め
部
落
、
生
徒
全
一
他
課
題
つ
串
捌
涙
況
比
び
一
上
、
よ
ー
、
全
員
減
れ
左
く
一
で
よ
投
書
な

E
の
方
法

一
本
暇
に
入
る
前
に

「
小
型
一般
心

主
的
向
上
に
蛍
る
」
一
身
休
状
況
等

分
諸
調
査
、
一
投
票
寸
る
い
ふ
う
に
希
望
さ
一
で
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い

一
校
い
ほ
各
校
別

吃
兇
弦
念
一

二
、
保
護
者
の
協
力
こ

一
諸
注
意
を
行
い
併
せ
て
生
一
れ
て

U
ろ

一

た

こ
と
と
思

い
ま
す
が
、

一
を
持
ち
児
童
O
成
長
宅抱一一

つ
い
て

l
一

清

反

省

を

す

る

一

海

底

の

委

員

曾

は

今

一そ
こ
で
皆
さ
ん
の
意
見
や

一
K
陛
じ
党
暮
ら
し
方
K
工
前
記
せ
る
部
落
生
徒
曾
の
一
同
、
事
一
波
召
集
一
ま
で
何
を
し
た
か
一
希
望
が
ど
れ
だ
け
入
れ
ら

よ
一
い
て
話
し
合
い
そ
う
事
項
一
保
殺
者
の
協
力
の
外
に
当
一
全
校
召
集
陀
準
。
行
い
必
一
海
区
漁
業
調
整
委
員
舎
は
一
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
漁
業

一
の
実
主
K
つ
BP--

め
る
。
一
市
行
政
匝
剖
毎
吃
設
置
し
一
要
に
照
じ
恭
一
礎
学
科
の
学
一働
く
人
た
ち
が
自
分
で
漁
一
法
の
精
一仰
を
生
か
す
の
も

一
寸
中
耐
震
」
も
亦
同
様
に
一
党
「
青
少
年
生
活
指
導
委
一
力
補
充
を
計
り
、
な
お
柴
一場

の
使
い
方
を
決
め
る
た
一
殺
す
の
も
、
き
ん
な
人
を

死
一
生
徒
曾
》
開
催
し
夏
・不
良
一
員
官
」

hr
開
催
、
も

っ
て
一
し
い
ク
ラ
プ
的
活
動
の
計
一
め
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。
一
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
決
る
こ

一
中
生
活
全
般
K
つ
い
パ
川
一一
休
暇
中
の
児
京
市
に
徒
の
生
一
一
聞
や
反
省
を
な
す
。
一
最
初
心
委
員
は
一
昨
年
の
一
と
は
過
去
三
年
比
皆
さ
ん

政
一
設
計
を
立
て

さ
せ
る
k
共

一
指
指
導
領
域
に
渉
・り
意
見
一
た
お
例
別
指
導
に
努
め
る
一
八
月
十
五
日
に
選
ば
れ
た
一
が
体
験
さ
れ
た
倍
で
す
D

・J
.一
K
-
一
間
各
校
代
表
者
を
以
一
交
換
を
計
り
生
前
指
導
計
一
閥
、
具
体
的
事
項
一
の
で
あ
る
が
、
皆
さ
ん
の
一
漁
業
制
度
改
革
も
や
っ
と

有
一
っ
て
市
生
徒
舎
を
開
催
し
一

一
幽
ハ
地
域
医
即
し
且
要
求
一
川
、
早
期
自
活
動
に
つ

い
て

一
海
一
阻
の
委
員
舎
は
こ
の
二
一
最
初
の一

山
を
越
し
た
ば

了
一
市
内
中
学
生
三
し
て

の
望
一
に
即
膝
さ
せ
ろ
計
画
)
樹
一同
、
保
健
、
休
宵
に
つ
い
一
年
間
に
ど
フ
い
う
こ
と
を
一
か
り
で
す
。
・
本
営
に
犬
事

f
一ま
し
い
生
活
態
度
に
つ
い
一
立
。
資
料
K
供
す
ろ
と
共
一
て
@
ラ

ジ
オ
休
操
の
普
及
一
し
亡

の
か
?
主
左
ミ
よ
い
一
な
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

ホ
一
て
巾
し
令
せ
を
し
市
民
と
一
に
・有
罪
員
を
通
じ
て
各
地
一

@
水
泳
、
受
山
、
キ
ヤ
ン

↑
今
主
で
あ
っ
た
漁
業
構
を
一
改
革
の
成
巣
を
活
か
す
も

一

己

目

日
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2
一
殺
す
も
今
度
の
零
員

。
選

大

第

凶

閉

市

皆

モ

l
グ

l
ボ

1
ト
一び
す
引
仰
に
か
か

っ
て
い

v
l
ス
ば
第
一
節
を
七
月
十
九
日
一
ま
す
c

か
ら
コ
一
日
間
、
第
二
的
左
二
十
六
一
ど
ん
な
人
を

か
ら
ご
一日
間
開
催
し
た
が
第
一
凶
一
選
ん
だ
ら
畏
い
か

一
一
一
日
間
の
入
場
人
員
総
数
は
七
千

一漁
弐
樺
の
切
格
ば
一

段
落

百
十
七
名
に
上
り
、
枯
死
一
節
三
日

一し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
始

聞
か
寅
上
金
総
額
ほ
千
二
百
こ
十

一末
の
仕
事
っ
外
K
漁
業
構

一
万
六
千
二
百
闘
で
あ
っ
た
。
来
一

円J
一
の
括
主
以
外
の
漁
業
医
つ

月
の
第
丘
団

ν-
ス
は
第
一
節
を
一
ト
て
調
整
し
た
け
れ
ば
左

八
月
九

ハ
土
)
十

(
日
)
十
一
(
一
ら
な
い
多
く
の
仕
事
が
残

月
)
の
一
一
白
川
、
第
二
日
を
八
月
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

十
六
日
(
土
)
十
七
ハ
日
)
十
八
一
は
今
度
の
選
壊
に
よ
っ
て

(
月
)
の
一
二
日
間
、
爽
快
な
夏
祭
一
出
来
ろ
委
員
舎

の
手
で
行

陀
涼
風
雲
を
迫
う
玖
舟
崎

v
!
ス
一め
れ
る
訳
で
す
が
、
そ
の

コ
l
ス
で
開
川
慨
さ
れ
る
の
で
待
望
一
章
一
要
在
も

の
t
し
て
は
、

の
夏
ぞ
迎
え
入
試
い
よ
い
よ
高
潮
一1
、
一
本
釣
や
延
縄
の
ょ

す
る
も
の
よ
」
期
日
F

卜
さ
れ
て
る
。
一
う
な
自
山
漁
業
を
も
合
め

ハ
事
業
課
)
一
て
漁
業
に
つ
い
て
の
調
整

及
び
こ
れ
ら
に
関
し
て
指

モータ
ボート
9 (土)-10'(8)11(円)
8月 16(土)17(日)18 (月)

レース第5回

示
す
る
こ
と

2
、
漁
業
樺
の
使
い
方
及

び
漁
業
構
吃
封
す
る
入
漁

の
問
題
そ
調
整
す
る
之
と

3
、
小
塑
底
曳
や
巾
着
網

の

よ

う

だ

許

可

漁

業

の

在

米

国

の

或

る

物

理

事

者

は

り
方
I
よ

っ

て

検

討

す

る

一

最

近

、

地

球

の

温

度

は

一

ご
と
、
左

E
を
や
る
こ
と
一

千
万
年
陀
一
度
イ
つ
上
昇

か

予

想

さ

れ

ま

す

。

一

し

最

後

に

は

地

球

が

蒸

発

従
っ
て
今
ま
で
の
委
員

一

し

て

し

ま

う

で

あ

ろ

う

と

合

よ

り

史

広

一

居

、

皆

さ

一

説

い

た

V

こ
れ
に
は
さ
し

ん
の
身
近
か
な
1

そ
し
て
一

て
鴬
か
な
い
が
今
年
の
暑

犬
切
在
こ
と
を
決
め
る
こ
一

3
に
は
少
々
参
る
V

然
し

と

に

左

り

ま

す

か

ら

一

人

一

熱

汗

を

姉

拭

し

て

日

々

の

一

人

が

、

之

の

人

な

ら

竺

仕

事

児

精

出

す

の

も

亦

柴

宮

に

自

分

の

こ

主

を

考

え

一

し

か

ら

や

て

や

V
市
の
仕
事

て

く

れ

る

だ

ろ

う

と

思

う

一

も

着

々

・

と

し

て

賓

を

結

ん

M
T選
ば

ね

ば

な

り

ま

せ

一

で

行

く

V
長

暑

も

物

な

一

待

望

の

珠

備

隊

精

鋭

は

強

漁
業
制
度

。
改

革

は

単

一

定

通

り

大

村

、

竹

松

の

雨

に
一
部
落
、
一
市
町
村
の
一

2
H
E
H
E
H
E
M
P
t
n
E
H
日
"
に
U

2
H
2
uH
U
H
-
Z
H
tuHM

キ
ャ
ン
プ
忙
入
り
主
力
の

問

題

で

は

あ

め

ま

せ

ん

。

一

説

駐

か
ら
二
七
二
、
一
一
一日

働
く
漁
民
の
皆
の
共
通

。
一

屋

外

広

告

物

閥

係

法

令

を

御

力
新
入
隊
員
入
除
で
問
千

も
す
れ
ば
狭
ド
部
落
対
立

一

照
外
脱
告
物
ハ
看
板
、

一

公

闘

等

在

ら

出

鱈

目

に

使

駐

屯

地

と

た

っ
た
V

朗
せ

の
形
で
、
同
じ
働
く
漁
民
一

立
看
板
、
は
り
紙
、
は
り

一

っ

て

も

構

わ

在

い

か

。

や

J

し
て
六
万
市
民
の
配
は

同
志
が
、
お
互
に
反
同
し
一
札
、
防
告
搭
、
民
告
板
な
一
乙
ん
な
こ
さ
は
誰
し
も
一
く
、
美
観
、
風
致
を
害
す

一爆
発
し
日
の
丸
の
故
に
提

合
っ
た
よ
う
な
事
も
あ
わ
一
き
は
何
処
に
で
も
勝
子
一
考
え
ろ
前
陀
良
心
が
先
主
る
之
と
が
非
常
陀
犬
き

一燈
行
列
に
戦
後
初
め
て
心

ま
し
た
が
、
今
度
三
そ
、

一に
出
せ
る
も
の
だ
ろ
う
力
一
否
定
す
る
は
?
で
あ
る
o

一く
、
そ
う
た
る
と
都
市
美

一か
ら
つ
笑
顔
を
児
せ
た
V

こ
の
部
落
根
性
や
業
極
別
一
例
人

の
家
屋
や
土
地
を
一
事
実
政
告
物
は
出
し
よ
う

一も
風
景
も
あ
っ
た
も

の
で
一
正
吃
裁
が
大
村
忙

三
つ
て

の
考
え
を
止
め
て
、

な
お
一
停
フ
場
合
、
所
有
者

の
承
一
に
よ
っ
て
ほ
刑
法
'
警
察
一

は
な
い
。
何
も
彼
も
宣
停

一は
歴
史
的
-
な
ご
と
で
あ
る

脅
し
ゃ
誘
惑
吃
周
し
た
い
一
訪

5
え
受
け
れ
ば
ど
ん
な

一官
等
職
務
執
行
法
、
軽
犯

一の
廿
の
中
立
と
ば
か
わ
美
一
V
そ
こ
で
本
号
は
強
備
隊

で
支
局
に
働
く
漁
民
の
立

一純
治
、
色
彩
、
意
匠
の
も
一
罪
法
、
道
路
交
通
取
締
法

一概
風
致
な
き
い
う
こ
主
を

一歓
迎
の
特
科
号
と
し
て
編

場
に
立

っ
て
公
正
な
判
断
一
の
で
も
勝
手
に
出
し
て
よ
一
な

r
r」一触
れ
る
こ
と
は
勿
一
棚
上
け
し
て
い
る
人
が
非

一集
し
て
見
た
V
勢
い
緊
要

の
出
来
る
恥
し
い
強
い
人

一い
光
ろ
う
が
、
公
共
の
電

一
論
で
あ
る
。
然
し
庚
昔
物

一常
に
ー多
く
主
と
し
て
美
観

一
の
記
事
若
干
を
除
い

て
次

を
零
員
K
選
ぶ
よ
う

κ
せ
一柱
、
ポ

ス
ト
、
並
木
、
橋
一

は
出
し
方
に
よ
っ

て
は
人

一風
致
の
維
持
の
た
め
陀
闘

一号
に
諮
ら
ず
ろ
を
得
た
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
わ
よ
ろ
、
道
路
、
建
物
、
一

の
迷
惑
ハ
邪
魔
d

k
た
つ
一
忙
屋
外
債
昔
物
法
が
あ
り

一
っ
た
乙
主
を
御
諒
犯
賜
・1

i
j
d川
則
前
引
吋
M
刈

引

開

一・
肘
燃
に
犀
外
腕
告
物
保
例

一た
い
V

市
政
繁
忙
ど
極
め

ほ
、
七
月
十
五
日
午
九
十

一
時
か
一
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
在
い
一
ろ
に
従
つ

℃
最
近
新
聞
や

ら
柳
原
市
長
、
平
山
会
議
所
会
頭
一
人
が
多
い
と
と
は
大
変
比
四

一ラ
ジ
オ
在
ど
で
燦
々
色
々

犬
浦
市
署
長
、
市
議
合

産
業
雲
一
念
た
こ
と
で
あ
る
。

一
の
批
判
が
執
り
上
け
ら
れ

場
員
、
各
新
聞
枇
等
来
賓
多
数
参
列
一
美
観
風
致

の
維
持
と
い
一

る
V
関
心
そ
持
っ
て
戴
く

浴

供

給

ぶ

昭

一

般

訂

版

一

う

こ

と

は

き

て

摂
津
な
一

こ

と

議

員

し

い

が

中

水

大
村
高
校
水
泳
削
hF.の
模
範
遊
耐
一
問
題
で
ほ
た
い

の
で
あ
一
に
は
大
分
間九州
5

H
A
T
れ
の

毎
た
ど
が
行
わ
れ
当
日
は
市
内
各
章
一
る
J

何
処
か
の
国
の
よ
う

一事
も
あ
る
よ
う
だ
V

市
と

4

校
か
ら
続
々
と
水
泳
手
押
し
か
け
一
に
一
歩
街
頭
に
足
を
踏
み

一し
て
も
出
来
る
だ
け
事
実

崎

て

脈

い
を
墨
し
、
引
統
き
連
日
海
一
入
L
L
f
挑
発
的
在
俗
悪

一を
疋
確
に
知
っ
て
戴
く
よ

島

駄

w…
鍛
織
り
マ
九
げ
一
間
以
一
九
一
告
仰
が
乱
立
し
乗
物
一
う
忙
努
め
て
い
る
か
ら
市

久

飛
込
台
涯
ど
が
完
備
し
て
い
訟
の
一
守
利
用
し
て
郊
外
に
出
れ

一民
各
位
も
実
休
を
主
〈
認

E
で
喜
ば
れ
て
い
る
。
な
お
、
市
で
一
ば
沿
線
吃
展
開
す
る
風
光
一
識
し
て
戴
い
て
、
之
の
上

ふ

猷

一

川

口
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k
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制
…
監
怖
い

4
一
明
加
な
る
山
河
自
然
の
美
一
止
も
に
御
協
力
三
御
鞭
逮

賑
持
に
行
う
袖
既
定
ハ
八
月
下
旬
に
納
一
を
無
惨
に
も
破
壊
し
去
っ

一
を
お
闘
い
申
上
け
ま
す

涼
の
ど
自
慢
大
舎
を

E
が
珠
定

3
一
て
い
ろ
数
多
の
庚
昔
物
を

一

れ
、
商
業
振
興
合
主
催
の
花
え
大
一

一

舎
も
お
金
忙
行
わ
れ
る
議
定
む
ゆ
一
見
た
い
だ
ろ
う
か
。
一

η
大
付
の
夏
祭
め
は
多
彩
な
帯
が
一

l
以
下
弐
号
へ

1
一

練
り
繍
け
ら
れ
る
。
〈
商
工
課
u

一

ハ

牒

鯨

光

課

v

一

プ
上
の
注
意

@
赤
刷
深
防
に
つ
い
て

@
暴
飲
、
暴
食
に
つ

い
て

門
、
余
暇
の
替
用
K
つ
い

て@
勤
務
一
精
紳
の
指
導
ハ
お

乎
偉
ゾ

@
健
全
在
娯
楽
ハ
良
い
遊

びゾ

@
勤
除
、
貯
蓄
の
指
導
)

お
小
使
い
〉

刷
、
安
全
数
育

交
通
、
防
火
、
避
難
訓
純

側
、
不
良
化
防
止

市
政
、
た
よ
り
社
通
じ
市
民

皆
さ
ん
に
連
絡
致
し
ま
す

御
支
援
と
御
協
力
闘
い
ま

す

へ
壁
務
課
)

大村市の人口 (の月初日現在)

区域別|世帯数l 人 口
努 女 H'I" 

大 キす s.:ns 7.730 8.119 15，849 

西大村 3.977 9.219 9.301 18，520 

竹 松 1.335 3.145 3.528 6，673 
松 原 599 Vi9!J 1.75G 3，448 

間 重 545 1.57~ 1.C37 3，214 

査 調 606 1.672 1.701 3~373 

鈴 問 631 1.505 1.5，0 3，.085 

一一一 i南 325 9!J3 1.069 1.992 

E十 11-266 2t~.63 28.691 56，154 
前月末 1l.23>~ 27.449 28.741 56，190 

場減 A 32 14 ム50 ム 36

漁
場
を
作
ろ
う

海

匝

漁

調

委

選

奉

明
る
い

五五存E-uH 人 口 の動 き
種 男U 人 数

す。公素り て
入 340 

ばヵろ、喜~ j司 iH ! 432 
生 92 

でり輿を か 出 411 
463 ム 36

IJ.え
亡 57 

ゐ
ム
株
主
?
ウ


